
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ODFの再計算極点図をＭＴＥＸとＬａｂｏＴｅｘで比較 
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概要 

 ＯＤＦ解析結果から再計算極点図が計算される。 

   この計算結果を、ＭＴＥＸのＯＤＦ結果からＬａｂｏＴｅｘＯＤＦＦｉｌｅを経由しＬａｂｏＴｅｘに 

   読み込み、ＭＴＥＸのＯＤＦファイルからＬａｂｏＴｅｘの計算結果と比較する。 

 

   

     

 

 ＭＴＥＸ入力データ 

  ＬａｂｏＴｅｘで作成したデータ 

 ＭＴＥＸＯＤＦ計算（Ｖｅｒ．４．５．２） 

  Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃの計算をＯｒｔｈｏｐｒｏｍｂｉｃで読み込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＭＴＥＸ処理 

 入力極点図 

  

 計算されたＯＤＦ図を Exportし、GPODFDisplayで表示  

MTEX解析結果(Max58.45)  LaboTex解析結果結果(Max112.79) 

   

 MTEXは Hermonicに近い値を示す。 

再計算極点図を Exportし、GPPoleDisplayで表示 

   

LaboTexで再計算 

 

 



MTEXの ODFを LaboTexに読み込む 

 

ＬａｂｏＴｅｘに読み込んだＭＴＥＸで計算されたＯＤＦ図 

 

 上記ＯＤＦから計算したＬａｂｏＴｅｘの再計算極点図 

 

ＭＴＥＸの再計算極点図とＬａｂｏＴｅｘで計算した再計算極点図の比較 

 



ＬａｂｏＴｅｘの再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、ＭａｋｅＰｏｌｅＦｉｌｅでＡＳＣを作成 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦでＡＳＣとＭＴＥＸ極点図 pole_(hkl).TXTファイルからＲｐ％を計算 

 

ＭＴＥＸ（等高線最大密度を１７．０として相対表示） 

 

MTEX->LaboTex（等高線最大密度を１７．０として相対表示） 

 

 

ほぼ同一である。 

 


